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公式評価用紙で採点し、本シートには測定条件・点数・根拠・再評価条件を記録します。

1．基本情報・測定条件

患者ID： 部位： 評価者：

評価日： 体位： 評価時点： 洗浄後 処置前 その他

測定条件・補足：

2．D：深さは別枠で記録（合計点に加えない）

D判定： d0 d1 d2 D3 D4 D5 DDTI DU

判断根拠：

DDTI・DUは、深さを判定できるようになった時点でDを更新する。 Dは合計点へ加算しない

3．E・S・I・G・N・P：点数と根拠を記録

項目 名称 点数・測定値・所見

E 滲出液 点数：　　　根拠：

S 大きさ 点数：　　　長径：　 cm　短径：　 cm

I 炎症／感染 点数：　　　表記： i0 / i1 / I3C / I3 / I9

G 肉芽組織 点数：　　　根拠：

N 壊死組織 点数：　　　根拠：

P ポケット 点数：　　　外周面積：　　潰瘍面積：　　差：

4．合計点・完成表記

E ＋ S ＋ I ＋ G ＋ N ＋ P ＝ 点 ／ 66点 Dは加算しない

完成表記：

前回： 点　差： 点　変化項目：

5．ケア見直し・再評価

見直し： 除圧 支持面 体位 移乗 局所管理 栄養 その他

対応・共有内容：

前倒し再評価： 状態変化 介入変更 深さ判定可能 感染・全身影響

次回評価日： メモ：

重要 本シートは独自の記録補助様式です。採点基準は日本褥瘡学会の公式評価用紙で確認してください。

固定時間ではなく、状態変化・介入変更・深さ判定可能・感染/全身影響などを前倒し再評価の契機とします。 rehabilikunblog｜2026年8月


